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国 庫出納金等端数計算法の一部を改王する 法津の施行に
伴 う 合計事務処理要領につい て 7. 2 官報
国庫出納金等端数計算法の一部を改正す る 法津の施行に
ついて 7 .  2 官報
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人事院公告 昭和33年度国家公務員採用上紐試験公告





政令第 99号 国 立 学校設置法施行令の一部を改正す る 政
令の別表 1
国 立 大 学 名 ｜職員定員｜｜ 国 立 大 学 名 ｜職員定員
北 海 道 大 学 ｜ 2 . 6 43 11 東 京 水 産 大 学 1 284 
北海道 学芸 大 学
室蘭 工 業 大 学
小 樽 商 科 大 学
帯 広 畜産 大 学
弘 前 大 学
岩 手 大 学
東 北 大 学
秋 田 大 学
山 形 大 学
福 島 大 学
茨 城 大 学
宇都 宮 大 学
群 馬 大 学
埼 玉 大 学
千 葉 大 学
東 京 大 学
東京医科歯科大 学
東京外 国語 大 学
東 京 学芸 大 学
東 京 農 工 大 学
東 京芸 術 大 学
東 京 教 育 大 学
東 京工業 大 学






































































































































































会 計 検 査 院通知
文部省の計算証明に関す る 指定の一部改正につい て
33.  5 .  7 .  3 3検 132号
通勤手当の支給について （解説）
解説 （人事院月報6 月号よ り ）
通勤手当関係の法律 （給与法第 12条の改正）は ． さ る 4
月 25 日 公布施行4月 1 日 に遡って適用 さ ること与な り ， こ
れに と も なって規 則， 細目iJ ， 通達がそれぞれ制定 ， 公布 さ
れたが ， それらの要旨をかいつ ま ん で記す と 次の と お り で
あ る 。
支給範囲 と支給額
通勤手当は ． 次のよ う な職員に対 し それぞれの額が支給
される。
1 .  徒歩によれば片道 2 km以上あ る 道の り を交通機関
を利用 し ． 運賃を負担 し て通勤 し て いる者に対 し ては
運賃等相当額 （人事院規 則によ り 定む る と こ ろによ り
算出）から 100円を差しヲ＇＼，、た額． たず し 600円以上
と な る 場合は 600円で打切． （給与法第 四条第 1 項第
2 項）
2 .  「 1」の場合で， 交通機関によらず． 有料道路を通る
こ と によ り その料金を負担 し てい る者に対し て も 「 1」
と問機の額の交通機関と有料道路の両方についでそれ
ぞれ運賃および料金を負担 し て い る者に対 し て も 同様
である（向上）
3. 徒歩にすれば片道 2 km以上あ る 道の り を交通機関
や有料道路を利用せず ， 自転車等によ り 通勤 し て い る
も のに対 し ては 100円（給与法第 1 条第 1 項第 3 項）
ι 交通機関か有料道路を利用 し ， 運賃． 料金を負担 し
さらに 自転車等を使用 し て通勤 し て い る も のに対 し て
は自転車等の分は支給 しない。
た干 し こ の場合の額が 100円に満たない と き は 100円
（給与法第 12条第 1項． 第 2 項）
5 .  身体障害者 （人事院規 則で定める 程度であって各庁
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の長が認める 者） で、歩行困難なため交通機関等を利用
し てい る 者お よ び離島等か ら通勤す る ため交通機関等
を利用せざる を得ない者に対 し ては ， その道の り が片
道 2 km未満であって も 「lJと同様の額（給与法第 四
条第 1 項第 2 項規 則 9 -24第 5 条）
支給 されな い場合
支給範囲内の職員であって も ， 次の よ う な場合には通勤
手当は支給されな い。
1 .  職員が休職 ． 停職 ． 専従休眠中であ る 場合にはその
期間中（給与法第23条， 国家公務員法第83条第101条）
2 職員が出張． 休眠 ， 欠勤等のため月 の初 日 か ら末
日まで 1 日 も 通勤 し な い場合には ， その月の分（規 則
9 -24第 1 条）
届 出
「支給範囲と支給額」の 項にあげた職員は ， 細目IJ9 24-
1 の別紙（省略） の通勤屈に所要の事項を記入 し て届けな
ければな ら な い（規 則9 -24第3条） こ の届出が ， 事実の
生 じた日か ら15 日 を径過し た後にな る と ， 届出の日か ら支
給 さ れ る ことにな る か ら庄意を要す る 。（規 則9-24第 四条
第 2 項）ただ し ． こ の法津の施行に よ り 4 月 1 日か ら支給
を受ける こととな る 職員等については， 径週的に法津施行
の 日 （ 4 月 25 日 ）か ら30日次内 に届け出ればよい ことにな
ってい る 。（規 則9 -24第14条）
運賃等相当額の算出
通勤手当の支給額を決定す る 基礎とな る 運賃等の額に相
当す る 額は ， 運賃． 時間 ， 距離等の事情か ら 見 て最 も 径済
的であ り ， 合理的であると認め ら れ る 通常の通勤の径路．
方法によ る 運賃等の額によ る こ ととなってお り ．（規 則9 -
24第 6 条）通勤用定期乗車券を算出の基礎とす る 場合には
通用期間が最 も 長い も の（ 3ヶ月 を こ えると き は 3ヶ月 ）
の 1ヶ月当 り の額に よ り ． 回数券を算出の基礎とす る 場合
に は ， ふつ う 25往復分の額に よ る 。（規 目1 9 -24条第 8 条）
普通な ら歩いて通勤す る よ う な近い距離をわざわざ乗 り
継いでいる よ う な も のは算出の基礎に入れ られな い。 （給
実甲第 15 1号条第 6 条関係）また ， 職員の住居や勤務官署
に最も 近い駅か ら先の方まで乗 り 越し の定期券を も っ て い
て も その乗 り 越し の分は計算にいれな い こ 之は当 然 で あ
る 。
支 給 方 法
通勤手当は翌月 払〈俸給を月 2 回に分けて支給す る 場合
は ， 先の支給定 日 にまとめて支給 さ れ る ） となってお り ，
その他は ， おおむね俸給の支給方法に準 じて支給される。
（規 則9 -7 第 四条の 2 )
非課税と確認
通勤手当は， 非課税扱と される が ， そ の こ ともあ り ， 職
員の届出の内容が事実と一致す る かど う かについて ， 定期
券や証明とな る も のの提示を求め られるとと も あ り ， 場合
に よ っては支給額の改訂または， 支給停止ま5の措置のと ら
報 第 四号




学 内 規 程
学則の 一 部 改 正
学員ljの一部を次のとお り 改める。
第 9 章 学生定員
第 5 0 条
教育学部
第 一中等教育科1l (4 年課程）第 一初等教育科j
第二中等教育科）I C 2 年課程）第二初等教育科j
工 学 部
電気 工 学 科
工 業 化 学 科
金属工 学 科
機 械 工 学 科










付日lj第 1条に次の項を加え る O
こ の学 則は昭和33年4 月 1 日 か ら実施す る。
付員lj（昭和33年7 月 12 日 改正）
薬学部教授会 規程の一部改正
第 2 条第 6 項を次のよ う に改Eす る。
6 .  学 生の賞罰に関す る 事項
第 3 条但書を次の よ う に改正す る。
但 し 第 2 条？の事項の う ち教官の 人事及び名誉教授に
関 し ては学部長， 教授を も っ て構成す る 会議において審
議す る 。
第 7 条を次の よ う に改正する。
第 7 条 教授会は構成員の三分の二以上が出席しなけれ
ば議事を開 き議決する ととがで き な い。
議事は出席者の過半数をもって決す る。
但し緊急の場合は講成員の二分の一以上の出席を も
って議事を聞 き 議決す ることがで き る の この場合に お
いては出席者の三分のこ以上を もって決す るo




この規程は昭和33年7 月 12 日か ら施行す る。
工学部規程の一部改正
工学部規程別表の一部を下記の通 り 改す る 。
別表 金属工学科の
（イ ）専攻科 目 の
定性定量分析実験 2 を 1 に
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（ロ）専攻科 目の終りに 自 動制御2を 加える物理 化学dを入れ関連科 目の物理 別表機械工学科の化学 4を除く 関連科 目 紡織機械の次へ（ハ）関連科 目と 金相学 2を 加える応用物理 学2を3 に （付貝IJ)（＝）関連科 目 応用物理 学の次へ この規程は昭和33年5月 16日から施行する。
人 事 異 動







文理 学部厚 生補 導係長









f街 三 ｜教 務員 （文理 学部）に採用する
｜岡本 敏彦｜臨時筆生 （薬学部）に採用する
井 昇｜教 務員（薬学部）に採用する
｜内山 冶 孝It部教 官 （教育 学部附属中 学校 教 諭）に採用す ｜
｜水野美須子｜臨時筆 生（庶務課タイピスト）に採用する
｜田屋世ー｜用務員 （薬学部作業員）に採用する
｜片山源ニ｜事務員 （会計課 ） に採用する
｜涌 井 芳朗｜臨時筆 生（文理 学部）に採用する
｜野晴和子｜臨時筆 生（薬学部）に糊する ｜ 
｜野尻津喜夫 臨時筆 生（教育 学部）に採用する ｜ 
｜海道勝稔 文部教 官国大学助手 経済学部）に採用する｜
｜大野三代 富山大学工学部（看護婦）に転住させる





｜中 川 孝 之 ｜助教 授に昇任させる
｜斎藤義康｜教育学部事務長に昇任させる













醤佳する さ 陸せ 1る ：
る
｜鎌仲百 之 介｜
｜野村 信 生 ｜文理 学部厚 生補 導部長時佳させる
高 松平吉｜庶務課 庶務係長に昇任させる
｜森 田 弘 I 庶庶務務課課 人 課事長補係佐長にに昇併任任すさせる る佐々 木 龍作｜教 授 に昇任させる
土 井 盛 治｜文部事務官に 任官 させる
I JI I原富雄｜ グ
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｜堀 井 貞次｜文部事務官に任官させる I 6. 23 
i 早 崎寛威 I ij I 
｜高 木行則1 ij I 
i 田 中 昇｜｜種 節 子 ｜文理学部看護婦に配置換する（定員内） I 4. 1 
1洲 崎 茂｜事務員（庶務課） に配置換する I 6. 1 6  I 111 井 洋子｜事務員（教育学部付 属幼稚圏〕に配置換する ｜ 
｜ 野 沢行夫｜事務員（教育学部） に配置換する ｜ 
｜石 黒 芳子｜ 技能員（庶務課タイピスト） に配置換する ｜ 
｜奥村 喜 代志 ｜技能員（文理学部自動車運転手） に配置換する I 
i 田 近俊之｜薬学部作業員に配置換する（定員内） I 
i 松 永泰三！教育学部付 属中学校に配置換する I 6. 23 
1中国ふじ え ｜教育学部に配置換する
｜御福富美子｜ 補導課に配置換する ｜ 




技能員（庶務課電話交換手） ｜中島 菊枝｜薬学部に聞置換する I ij 
ij （薬学部電話交換手） ｜沖 タ ミ子｜ 経済学部に配置換する ｜ 
。
－ （扇正面電云忌i寸 � －－； 子亙 ！ - -- ij一 一
-- , 
（庶務課自動車運転手） ｜ 沢本 省 三｜ 会計課に配置換する ｜ 
｜永 盛祐介｜
用務員（教育学部警務員） ｜赤祖父 松 輔｜
。 ｜ 山崎鉱 治 ｜
｜ 森 田 義 保1 ij -, ij 
」－ ij ｜津林繁信｜塑に配置換する I 1大 坪 力 蔵l // I 
｜青 木敬 治 ｜
用務員（教育学部作業員） ｜ 野 田好 一｜教育学部附属幼稚園に配置換する I 6. 24 
（会計課作業員） ｜青 木敬 治 ｜ 会計課作業員 に配置換する（定員内） I 7. 1 6  
一昨筆生（薬学部） ｜宮 越 一 男 ｜ 事務員（薬学部） に配置換する ｜ 
翌竺i竺守L i三f二三上休職の期聞を昭和34年5月7 日 まで更新する I� ｜ ｜ 国家公務員法第四条第1号の規定によって休職 ー ｜用務員（薬学部作業員） ｜坂 口 タ ツ ノ lする休職の期間は昭和33年11月30日までと する v::: I 6. i 
事務員（文理学部） ｜ 原 田 辰之助 ｜ 休職の期品は昭和34年3月31日 まで とする I 6. 1 6  
（教育学部） ｜ 大花 恵 貫｜ 。 ｜ 
用務員（教育学部作業員） ｜中崎由 次郎｜ 休職の期角は昭和3例月15日 まで とする ｜ 


































第四号 学 報 昭 和 38年9月 1 日
事務員（薬学部） ｜ 国家公務員法第四条第1号の規定により休職｜高森 恵 己 子 ｜ に ！ ？ 1 6  する休職 の 期間昭和34年1月15日 まで とする











｜佐 々 久 高｜
｜片 山 源 二 ｜




1葉山 益 次郎｜昭和33年度文部省内地研究員を 命ずる
｜ 森 田 直 賢 ｜ イア
｜佐 々 亮 ｜教授（ 文理学部） に併任する任期は昭和33年9月30 日 ま で とする
｜ 三 国 一 義 ｜
｜白 井 芳朗｜助教授（ 文理学部）に併任する任期は昭和33年9月30 日 ま で とする
｜株 主 雄｜
｜吉 田 博l ij 
（ 経済学部） ｜池 田 直 視｜
講師（ 教育学部） ｜ ；飯 原 藤一 ！ 講師（ 文理学部） に併任する ｜ I i 任期は昭和33年9月初日 まで とする I 
// ｜田 中 久 雄｜
｜有 沢 一 男 1 // 
｜ ｜ 助手（ 文理学部） 巳併任する ｜ 助手（ 教育学部） ｜志甫房 枝 ｜任期は昭和33年 9月30 日 まで とする ｜ 














｜ 渡 植彦大郎l ,,,, I ,,,, 
｜ ｜ 助教授（教育学部）に併任する ｜ 助教授（ 教育学部） ｜ 黒坂富治 ！ 任期は昭和34年3月31日 ま で と する ｜ 
（ 経済部学） ｜石 瀬 秀 治｜
講師（ 教育学部） ｜ 泉 敏 郎 ｜ 講師 （文理学部） に併任する ｜ ｜ ｜ 任期は昭和34年3月 31日 まで とする ｜ 
｜ 金子基之｜ 。 ｜ 
文部事務官 ｜ ｜ 助教授（薬学部）に併任する ｜ （ 附属図書館薬学部分舘畏） ｜村上清造 ｜ 任期は昭和34年3月31日 までと する I ,,,, 
替取管施設課長） ｜ 山 田 啓祐｜ 諸鵠��持暗暗号弘に併任する I �： 2 0 
｜ 講師 （教育学部） に採用する太 田 正行 ｜ 任期は昭和34年3月31日 まで とする I 4. s 
｜西出靖夫 l // 
｜大沢多美子1 // 「7
｜小柳津三郎｜ 。 ｜ 
｜萩 野 啓之助1 // I ,,,, 
｜ 斉藤現 常｜ 。 ｜ ’F 
｜石 黒 国 雄1 ,,,, I // 
｜店休谷 喜 兵衛｜ グ I 4. s 
I ｜講師（教育学部） に採用する福 田 博 任期は昭和33年9月30 日 ま で とする
｜失 後 正之l ,,,, I 




昭 和 3 3 年 9 月 1 日 品l.l,テー 報 第 12 号
｜楠 顕 秀


























講師（文理学部） に採用 す る
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表示せられたところに意義深いものを感じられる の で あ ｜ 富
る。 工場における技術者と事務員．病院における医師と経 l 山
営者の聞にも共通するものがあり．大学会計事務の根本問 ｜ 大


































































































C C 寸 ． U
ooc．NF 
宇宝部長議会；員室

























東 京 大 学 薬 学 部
正坂高。京 都 大 学 文 学 部
｜ 学 部｜氏 名｜研 究 科目｜
1 0ヶ月｜ 工 学 部｜講葉自L益次郎 ｜塑 性 加 工｜
1 0ヶ月｜薬 学 部｜助森手田直賢｜薬 学i
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なお昨年は 4 人で、あったが， 本年は 特に 5 人の決定を見
た も のである。 こ の う ち10ヶ月 組の葉山 ． 森田 の両教宮は
既に 出向 5 月 10日か ら研究を開始 し ， 6ヶ月 組の 3 教官は
9 月 10 日 か ら研究開始の予定である。
長期研修者の派遣 （薬学部）
今学年に入ってか ら薬学部では長期研修者 と し て教官 2
人を相ついで次の如く派遣した。
講 師 木 村 正 康
期 間 昭和33年 5 月 1 6 日 －33年 9 月30 日
場 所 東 京 大 学薬学 部
東京大円指導者 子 高 木 敬次 郎教 授
研 修 「 アセチ ルコリ ン ， レ セ フ。 タ｛の研究」課 顕 I 
講 師 高 林 昇
期 間 昭和33年 5 月 12 日 － 34年4月30 日
場 所 大阪大学理学部
指導者 大阪大学教授 赤 堀 四 郎
研 修 「ペプチ ド の合研究」課 顕
小林， 小沢， 竹内の3教官の海外渡航
助教授小林貞作 （文理学部）
4. 5 年前南米ベネゼイ ラ の カ ラ カ ス で同様学会に出席が
予定せ られなが ら と り やめ と なった こ と があったが， 今回
は いよいよ次の通 り 本決 り と な り . 8 月 12 日 正午上 り 立山
号で多数見送 り の裡に富山を鹿島立ち した。
時 期 8 月16 日 －10月 10 日




いての討論に参加． 終って アメ リ カ 合
衆国における 放射線遺伝学の作物品種
改良え の応用を調査研究す る 。
小 沢 慎一 郎 （教育学部）
一昨年の 5 月 日 ソ親善協会の企だてた 日 ソ文化親善使節
団に加って訪ソの こ と が予定さ れたが当時 日 ツの国交未回
復の事情の も と 国家公務員の身分でか与 る 団体に加わ る こ
と に歎聞があってか遂に実現す る に至らなかった も のであ
る 。 なお同助教授は12 日 夜 日 ソ親善協会側． 関係音楽諸団
体 ， 大学側の多彩で然 も 撃かな見送 り の裡に上京. 1 6 日 朝
ソ連船エレパン号で東京港芝浦桟橋を出航ナ ホ トカ港に向
い同港か ら鉄路ハパロス ク に赴き それよ り 航空機でモス ク
ワ に入 る 筈である。
時 期 8 月 1 6 日 －10月 15 日
目 的 第 2 回訪ソ親善使節 と して ま た音楽教官 と し
て音楽文化の交流 ， 音楽教育の実状調査を 目
的 と する も のである。特に郷土民謡の紹介込
予定し て い る そ う であ る 。 なお帰途は 欧 州各国特にデンマルク ，オラ ンダ． ベルギー ， フヲンス， スイス， オー ストリア． イタリアを 経
由してそれ等の国の音楽文化， 音楽教育見学
視察の遍歴をす る 筈である。
教 授 竹 内豊三 郎 （文理学部）
報 第 12 号
こ の出張は例年行われ る ． 文部省在外研究員の募集に「 l 富じ A 項該当 （留学期 間 1 年費用全額国軍負担） とし採択さ
れたこ と に よ る も の である。留学先は米国東北ニュ ー イ ン 山
グラ ン ド に所在する ロ ー ド ア イ ラ ン ド州プラ ン ド大学であ l 大
る 。 同教援が 目 下心血を注いで努力 し つ』あ る 研究テ｛マ l 学
は ． 「触媒の表面構造 と そ の活性度（反応性） と の 関係 ，
解明jであって， こ の研究進展段階は ， 近年急激に進歩 し
た物性議の知識導入を必要 と す る 域に達 し て い る ので． こ
れが施設な らびに方法において優秀な研究をも っ 同大学が
留学の目標 と なった訳であ る 。 渡航の時期については未定 l 号で あ る が ， 同教授には 上記研究に関連 し て， 採択決定を見
た科学研究費交 付金（機関研究）によ る 電子顕微鏡廻折装
置購入の手配な どあって恐 らく秋 も 中ば過ぎ る 頃 と な ら
なお同教授の こ の 本研究進行過程において派生的に実を
結んだ 「 ア イ ソ卜｛ プ応用に よ る 潜在指紋の検出」がジヤ
｛ナ リ ズムの取 り 上げる と こ ろ と なって， 問題 と なったが
遂に 9 月 1 日 か ら13 日 ま で ス イ ス のジュネープで開催の原
子力平和利用国際会議に上提 さ れる こ と L なった。 こ の会
議に上提のため園内で選考さ れた論文は 三丙数十編で、あ り
こ の う ち54編が国際原子力会議に も ち 出 さ れて結局12編が
採択上提 と なったも のであ る 。
併 し こ の研究成果を説明すべき 肝心の同教授は 旅費の 出
途難で出席が出来なくな り ． 東大牧島象ニ教授によって代
読される こ と と なった。
竹内教援の無念は い う ま で も な いこ と であ る が ． か L る
世界最高に し て最大の国際会議に代表を送 り 得なかった富
山大学に と って も 痛恨の極みであ る 。
昭和33年度科学研究費等の交付採択決定
本年度科学研究費等については 2 月 か ら申請中の と こ ろ
6 月 に入って 下記の通 り 採択決定の通知に接した。 なお本
年は昨年に比 し て採択件数は 少なかったが交 付金額は各種
合計 71 6万円突に昨年の 7 . 5 倍であ る 。 それは文理学部の
竹内教授申請の下記大口分が採択になったか ら であ る 。
科学研究交 付金（各個研究）
応募申請48 人件数53の う ち採択 と なったも の次の 4 人 4 件
のみであ る 。
文理学部， 物理学科教室 助教授 児 島 毅
研究課題 「マ イ ク ロ 波による 分子構造の研究 （ 粍波
の測定）
交 付額 5 万円
工学部 機械工学科教室，助教授 宮 尾 嘉 芳
研究課題 「円板車輸の応用に関す る 研究」
交 付額 5 方円
金窟工学科教室 教授 森 椋 隆 仏
研究課題 「低品位鉄鉱石の熱遊鉱法」
交 付額 20万円




応募申請 2 件の う ち次の 1 件が採択 と なった。
文理学部 化学教室 教授 竹 内豊三 郎
- 11ー
















































































































































































































































科目の区分は (1）一般教育科目（幼，小，中共通） (2）幼稚園小 学校 の教員 課 程 い）教科に 関する専門科目 ｛ロ）教職l富に 関する専門科目，（3）中 学校専門 課程．教科に 関する専門l山
科目であって 総べて25科 目で、ある。 l大
戸時之ナ昭和33年度単位修得試験場所及び試験日時割
｜ 試験 場 所 富 山 大 学 経 済 学 部
一「�＼
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8 月 2 1 日 J 体 育 科教材（（幼幼研， ， 体 育 漢 文（木） 英 語 衣 料 生 理
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講 師 ｜ 担 当科 目 ｜ 期 日 ｜会 場
毛 利 勉｜一般 教育文 学 17 月25 .261福野中部 小I I 28 . 2 91 
和田 徳 一｜国 語 学l 庁｜総曲輸小
加藤芳美子｜調 理 戸崎守与 ij 
丸 山 豊 一｜図 画 工 作｜中 等教育入沢 寿夫 心 理 学菅野 貞雄｜法 律 学
ij 
溝上 茂失敗育 原 理 17 月 31 I 八人町小I I 8月1. 2 .  3! 林 三 雄｜教 育 心理｜ 。｜定塚町小
松本 利一l食物， 栄養学 与 八人町小
田 中 小玉生 正信｜美 f桁 史 。
ij 氷見南小｜見村 てい｜衣
。定塚町小｜田中久雄｜体育教材研究。
料 戸ふら寸一 イ？ 教育 学 部
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松 田 順 吉国語教材研 究 ィア
井 上 音 松 教 育 原 理 // 
布村 安 弘社会科 教 育法 /  
幼大滝直平 図 画 工 作 。
沢泉重夫 物理．化学．実験�月.7�8.�：10
山本 健磨 。 。
時 川 栄作 // /  
福島 栄七生物．地学．実験 ィ？
山口 政則 // // 












報 昭 和 3 3年9月1日
木村両教官が次の とおり学位 を取得した。











小林， 木村両教官の学位取得 審査者 東京大学（薬学部）取得年月日 昭和33年6月9 日
この 6月と 7月と月を連ねて文理学部の小林． 薬学部の 序に本学の学位取得者を総括すれば次の通りである。
富山大学教官中学位取得者一覧表 （昭33. 7. 17調）
所属学部｜ 官職 ｜ 氏 名 ｜取得年月日｜授与大学｜学 位 名｜ 提 出 論 文 題 名
文理学部｜教授｜片 山 龍 成｜昭24.11.22 I東
’F // ｜竹内豊三郎I// 2s. 2. 2 s  I北海道｜
// // ｜福 井 憲 二I // 24. s . so I大
イク イク ｜林 良 ニI// 11.11. 51北海道｜// ’F ｜柴 田 万 年 I // 24. 3. so I東
。 ｜助教授｜小 林 貞 作I // 33. 1.11 I名 古 屋｜
教育学部｜教 授｜山 本 健 磨I// 14. 9.1s I東 京｜理
博｜磁強性体の磁壁移動速度について
// ｜気筒内における燃焼





// // ｜蝿 川 操 作I // ai . 4.12 I北海道1 // I_ �喜望��酵踏襲分化合物の定量とそ
薬 学 部｜教 授｜ 三 橋 監 物｜昭21. 3.20 I東 京｜ 薬 博 フエナントヂリン誘導 体の研究
。 ィア ｜志 浦 伝 逸I// 2i.11 . s I北海道｜理
/  /  ｜中 沖大七 郎I // 20 .10 . 3 I東京帝大｜薬
。 。 ｜横田嘉右衛門｜。9. 2.19 ｜東京帝大｜
// 
。 ｜長 谷純 一I// 2s. 3. 1 I金
’F // ｜ 北 川晴 雄I // s1.11.rn I東
式Y ｜助 手｜高 林 昇I // 32 .10 .12 I京
｜講 師｜木 村 正 康I// 33 _ s. 9 I東
工学 部｜教 授｜浅 間 忠 知1//18. 7. 7 東 北｜理
々 // ｜室町 繁 雄I// ao. 1. 1 I旅/I原工大｜工
ィア // ｜森 棟 隆 弘I // 29. 1. 6 









博｜｜ サボナ構リン サボナレチン及びヴエテクミンの 造について
｜ 成2オびキシ元3 に5ヂニトロフエニ叫酸の 合及 還 ついて2エチルの 3.合6.成7.8テトヲオキシ1ιナフトヒノン
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松崎義雄教授の逝去
教育学部松崎義雄教授は昭和30年頃から著し く 健康を 害
していたが． 病原不明のま L 過していた。 その間病植を 推
して講議続けていたが ， 昨秋胃癌と診断さ れた。 従来手術
主手遅 れのま L 自宅で療養につ とめていた。 と こ ろが不思
議と病勢一進一退を 続けて時には奇蹟と恩われる出講ずら
行っていた。 併し 7 月 に入るや病勢改ま り遂に11 日永眠さ
れた。 同教授は高岡の出身で大正11年東京帝大物理学科 を出るや雄志を 抱いて渡満し ， 同年 9 月 早 く も満州医大子科
教授となった。 か く て在満30有余年敗戦の色濃い19年朝鮮
にわたって一時京城帝大教員養成所教授な ど勤めて終戦 と
と も に帰国， 昭和22年富山青年師範の講師となって．変転
今日 に至ったものである 。性剛直， 正義観の 強 い人であっ
たが ， か 〉 る人に欠け勝ちな思慮、の深い人でもあった。 こ
れ と対眠 的 な ユ ー モ ラ ス な一面も備えて． 酒興いたらば流
行歌を しんみ り聞かせる芸も心 得えていた。 いわば硬軟の
両面幸子併せもつよ き人であった。 友情に厚い こ とはおよそ
交 りを 結 んだものの等し く 賛える と こ ろである 。 若 く して
秀才の誉 れ高かった逸材 で、ありながら健康の恵むと こ ろ と
な らず ． 存分の活動も出来ずに終ったこ とは4 れぐ れ も惜
ま る L と こ ろである 。 亨年 61才 ， 葬儀は翌12日 辰己町 の興
国寺で、行った。 全月 2 6日 教授の逝去に対し天皇陛下よ り供
物料と して金一封を 贈ら れた。
故松崎教授 に 対す る 叙位 ， 叙勲
7 月 11日 逝去した松崎義雄教授に対し次の通 りの叙位 ．
叙勲の沙汰があった。
昭和33年 7月 11日
（ 文部教官） 従五位 松 崎 義 雄
従四 位 に叙する
（文部教宮） 松 崎 義 雄
勲五等に叙し瑞宝章を 授ける
昭和33年 7 月 11日
（ 文部教官） 従四 位 松 崎 義 雄
正四 位 に叙する
故 文部教官 従四 位 松 崎 義 雄
特旨を 以って， 位 一級追陸せら る 。
田 屋事務長 （薬） の逝去
報 第12号
範学校から再出発しそ れから 大学の今日 まで35年の長 き に
わたり学校事務に終始して来た人で、ある 。 性温厚にして人 l 富
に対し礼厚く ，腰の低さは無類で‘あった。がそ れで、いて斗酒
を 辞せぬつわもので、あったとは知らぬものが少なから う 。
葬儀は 6月 8 日 自宅で、執行さ れた。 享年51才で、あった。
1 1 1  大学
黒 田 氏及び松井 建設の表彰
昨京大講堂を 寄付した黒田善大郎氏に対し またその講堂建
設工事を 請負った松井建設株式会社（ 社長松井角平） の正 1 二
門 （五福） 寄付に対し今春来表彰方具申中の と こ ろ 6月 18 I 号
日付を もって黒田氏には紺緩褒章飾版 と 7 回目の 3組木杯
「台付） が併賜さ れ ． 松井建設株式会社に対しては褒状が
下賜さ れたJ 現品は事務局長よ りそ れそ れ出張の折を 利用して親し く 手渡さ れた。
昭和33年度大学後援会定期総会
本年 度富山大学後援会の総会は本部移転． 会計検査など
重なったため 1ヶ月以上も遅 れて7 月 1 6日10時から黒田講
堂で開催さ れた。 こ の 日天候に恵ま れて約 15 0 の会員の参
加を 得た。 後援会側からは吉田会長（ 知事） 山森副会長
（ 呉羽町長） の臨席はも と よ り草野寛正， 湊栄吉氏等の理
事も顔を 見せた。 大学側からは梅原名誉会長， 吉田 ，小原
五十嵐の各理事ほか関係者出席 ． ま づ吉田会長の挨拶あっ
て山森副会長を 議長 と して議事に入った。 へき頭吉田理事
（ 事務局長） からの事業報告があり． 過去 1年の施設の工
事経過 ． 本年卒業生の就職の状況 ， 本年 度入学実績， 土地
建物の現況な ど、につき鎮々報告， 説明があった。 次いで会
計議事に入 り昨年 度決算報告（ 五十嵐理事） 本年 度予算の
審議に移 り 異 儀な く 承認のあと ， 特に山森議長から会の活
動発展の折からこ れに応ずる予算拡大のため， 来年 度入会
者から会費を 現行 15 0 0 円から 20 0 0円に増額する こ と の提
案ありこ れを可決した。 こ L で役員選挙に移 り付託を 受け
た委員は別室で選考 を 始めたが ， この間梅原名誉会長から
一場の挨拶があった。 終って上記選考の 結 果発表があって
議事を 終7 した。 続いて会員は 3班に分れて構内施設 ． 設
備を 見学して帰路に着いた。
佐 伯 宮 男 氏 の 講 演
南極越冬隊員11名中の一人と してあま ね く 知ら れた佐伯
富男氏を 招いて南極越冬一年の貴重な 体験を 聴 く 会が 6月
19日 午前10時から図書館四階の視聴覚教室において行わ れ
薬学部事務長田屋世治氏は薬学部に同居の大学本部が移 ｜ た。 同氏は苦心の撮 影になる数十枚のス ラ イ ド映写に話を転準備の忽忙のさなかの 6月 6 日忽駕と して亡なった。 も ｜ 託しながら詰誰を 交えて 1時間半にわたって講演した。 こと も と心臓の宿痴を 有した人ではあったが， そ れに しても ！ れには本部経済学部， 図書館そ れに教育学部の職員多数が前 日 の退庁時まで常に変りない姿を 見 ， 談笑の声を 聞いた ｜ 参集して， 多大の感動を 受けた。翌朝このこ と を 知ってあっといわないものはなかった。 氏 ｜ 因に全氏は富山高等学校 24 年 度の出身で北 大農学部をは富山郊外宮成の産高等小学校を 出て 2年後早 く も富山 i 卒業した人であり， 教育学部石井逸大郎教授立山遭難の際
高等学校に奉職， 戦時中一時住友金聞に転 じた外は富山師 ｜ 死 体捜索に活躍したこ とは記憶に新たな と こ ろである 。 父
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君は富山高等学校か ら 文理学部の今 日 にいた る ま で大学 と
は関係の深い立山町芦映 ． 佐伯静雄氏であって富男氏は そ
の次男であ る 。
学 生 体 育 競 技
第五回北信越学生軟式底球競技大会
福井大学庭球部主管に て ， 五月 十 日 か ら十二 日 ま で ， 福
井市において開催。 女子A ゾ ー ンが優勝 した。
第六回北信越地区大学バ レ ー ポ ー ル競技大会
富山大学排球部主管に て ， 五月 十八 日 教育学部 ， 県立工
業高校並に富山西部中学校に於いて開催。 本学は男子チ ー
ム は次勝， 女子チ ー ム は三位。
第七回北信越学生柔道選手権大会
信州大学主管にて ． 六月 一 日 長野県警察学校において開
催。 本学が優勝． 初の全 日 本学生柔道大会への出場資格を
獲得 し た。
第十回北陸三大学学生綜合体育大会
福井大学の所管にて ． 七月 五 日 か ら七 日 ま で ， 福井市に
おいて開催。 本学 よ り 二百六十数名 の学生が参加 ， 陸上競
技他二十種 目について技を競った結果． 本学は卓球（男子）
パ ト ミ ン ト ン （男 ， 女子） ソ フ ト ポ ー ルに優勝 し た。
北信越五大学硬式野球大会
七月 十二 日 小松市において開催。 敢斗の結果惜し く も 敗
れたの
第三回北信越大学学生パ ト ミ ン ト ン選手権大会
八月 二 日 ；か ら 四 日 ま で ， 富山大学パ ト ミ ン ト ン部主管に
て ． 興国人絹ノ｛／レ プ富山工場体育館に て 中部 日 本学生選手
権大会を開催。 本学は男女 と も 選手権を獲得 した。
第 四 回 大 学 祭
大学祭は恒例の如 く ， 大学学生 自 治会連合主催， 大学後
援の も と に こ と し も 5 月 24 日 の前夜祭に始ま り 6 月 7 日 の
音楽会を もって終る ． 次の 日 程で、成功裡に行われた。
前夜祭
5 月 24 日 （土 ） 2 時か ら行われた。 ま づ蓮町か ら 県庁広
場にいたる ロ ー ド レ ー ス か ら始ま り 仮装行列 コ ン ク ー ル
そ の市中行進 ， フ オ ー ク ダ ン ス ． フ イ ヤ ー ス ト 戸 ム な ど
次 々 と 行われたが当 日 は 5 月 下旬に珍 し く 冷い西風が吹
き す さ み裸形の仮装者を震へ上が ら せた。
演劇発表会
5 月 27 日 午后 4 時高開会会堂
5 月 28 日 午后 5 時電気 ピ ル五階ホ ー ル
演題 チ エ ー ホ フ 作 「結末のな い話」
中村光夫作 「人 と 狼」 4 募
第三回学長杯争奪弁論大会
5 月 28 日 午后 2 時文理学部講堂
／『 ネ Jレ ， デ ス カ ツ シ ヨ ン
5 月 28 日 午后 3 時半文理学部講堂
報 昭 和 3 3 年 9 月 1 日
論題 「新し い時代に ど う 対処し て生き る べ き か」
講師 渡植， 柿岡 ， 永原の 3 教官
学術研究発表会
5 月 29 日 午后 2 時経済学部階段教室
岡崎初雄助教授 （文） の 「 ド イ ツ 文学 と 富山」
竹内豊三郎教授 （文） の 「放射能によ る 見えな い指紋
の検出」 な ど の外 ， 学生の研究発表があった。
講演会
5 月 初 日 午后 1 時 黒田講堂
講師 嵯峨根遼吉 （ 日 本原子力研究所理事）
演題 「原子力の平和利用につい て」
講師 中野重治 （作家）
演題 「内の動き と 外の動 き 」
国際親善 デ ー
5 月 30 日 ， 31 日 留学生数名 を招いて歓迎 ． 親善の集い
を催す傍 ら ， 女子 ， 商業の両高校 ． 魚市場 ． 工場な ど を
見学せ し めた。
空手演武会
5 月 30 日 午后 1 時 文理学部講堂において
JI.. ；，＇ ；：；. ／｛ ー テ ベ
5 月 29 日 午后 6 時 工学部講堂
5 月 30午后 6 時 文理学部講堂 楽団 L . R 第 2 バ ン ド
出演留学生参加
映画祭
5 月 31 日 午后 2 時 黒 田講堂
イ ギ リ ス ， フ ラ ン ス ， オ ラ ン ダ ． ス エ ー デ ン ． イ ン ドそ
の他ア ジ ア 諸国か ら 提供 さ れた記録 ． 文化映画上映。
大学祭球技大会
5 月 31 日 （土）
1 .  ノ4 レ ポ ー ル
2 .  ピ ン ポ ン
3 .  ソ フ ト ポ ー ル
4 .  バ ス ケ ッ ト ポ ー ル
音楽会
教育． グ ラ ウ ン ド
// 卓球場
。 ク’ ラ ン ド
。 体育館
6 月 7 日 午后 6 時 富山市公会堂
独唱． 合唱 ， 器楽演奏． 管粒楽演奏な ど
レ コ ー ド コ ン サ ー ト
6 月 2 日 午后 6 時 高岡図書館， 解説． 加茂龍雄
教養教室
5 月 27 日 29 日 新湊， 福野， 桜井 ． 八尾 ， 小杉諸高校に
おいて各学部教官学生出席の も と に行われた。
展示会
5 月 27 日 ～29 日 富山商工奨励館で写真 ， 書道， 美術の
作品が展示さ れた。
文部省共済組合北陸東海地区体育大会
掲記の大会は 回を重ね る こ と 8 回 ． こ と しは 8 月 1 . 2 の
両 日 岡崎市において愛知学芸大学が当番司会の も と に行わ
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併 2 チ ー ム と i) 2 回戦で、破れ去った。 戦績は次の通 り であ
る 。































2 日 間 2 会場で行われたが本大学は第 2 会場愛知学芸大
学 グ ラ ウ ン ドでの 名 古屋大学 と の 1 回戦で 8 対 1 と い う
大 ス コ ア で、惨敗 し た。 優勝戦は本学を敗った 名 大 と 学芸
大学の聞で行われ ， 後者が 1 対 O を も って優勝 した。
ソ フ ト ポ 戸 ノレ大会
排球大会会場の好評に ， こ の大会に も と の切望があって
再び五福大学 グ ラ ウ ン ド が会場 と なった。 こ の 日 も 1 1号台
風の上陸に際会 し たが時間のづれで 2 日 目 の最終決勝戦あ
た り か らや 』 風が強 く なった程度で， ま づ ま づの好天であ
った。 出場チ ー ム 18の多 き に達 し 2 チ ー ム 出場の官庁 も 2
つあって大学 も そ の う ち の 一つであ る 。 優勝戦は電波管理
局 と 法務局の聞で－行われ ， 法務局が優勝 し た。
本学 2 チ ｛ ム は 1 回戦に早 く も 惨敗 し た。 その戦績は次
( B ） 豆一
｜ 0 富山大学
庭 球 2 日 間 ， 岡崎公園 グ ラ ウ ン ド ．
本大学は 2 つの ゾ ー ン に別れた リ ー グ戦に おいて B ゾ ー
ン で戦い ． 岐大 ， 名 大に 敗れて こ の ゾ ー ン の最下位 と い
う 惨 さ で、 あった。
優勝戦は 金大 と 学芸大 と の聞で行われ金大が 3 対 2 で優
コ ー ト
の と お り であ る 。
A チ ー ム
計












卓 球 2 日 間 ． 愛知学芸大 ． 附属中学校
3 つの ゾ ー ン に 分れた リ ー グ戦の C ゾ ー ン で・戦った本学
は学大に 3 対 2 で勝ったが ． 工大に は 4 対 1 で敗れ ， 第
3 位で優勝を争ふ ト ー ナ メ ン ト 戦に出場ヵ・ 出来なかった
優勝は工大を 4 対 1 で敗って ， 金大の獲得す る と こ ろ と
なった。
排 球 2 日 間 ． 岡崎公園 グ ラ ン ド コ ー ト
本学は 2 つの ゾ ー ン に分れた リ ー グ戦のA ゾ F ン に 属 し
金大 ． 名大に何れ i) 2 対 O で敗れ ， 工大には反対に 2 対
O で勝ち第 3 位 と な り ． こ れ も ト ー ナ メ ン ト 戦への進出
が出来なかった。 優勝戦は福井 ． 名 大の聞で行われ 2 対
O で福井が優勝 し た。
ソ フ ト ポ ー ル 学芸大本部広場 ． 学芸大附属中学校 ．
出場チ ー ムは脱落者多 く ． 結局岐大． 工大 ， 福井， 宮大
の 4 者で、競われ岐阜が本大学を敗って優勝 し た。 本大学
と 対戦大学 と の ス コ ア は次の通 り であ る 。
富大 一 工大 11対8
富大 一 岐大 5対7
教育学部文理学部 と 併設 さ れ る
教育学部の学部長会議開催
7 月 17 . 18 日 の両 日 にわたって文理学部 と 併設 さ れ る 教
育学部の学部長会議が本学教育学部の会議室におい て開催
さ れた。 中 央か ら 本省大学学術局教職員養成課長 （代理係
長 ， 藤森七郎氏） 日 本教育大学協会長村上俊亮氏 （代理）
臨席の も と に北は山形大学 ． 南は鹿児島大学の学部長等15
れた。 競技の種 目 は例に よ り 軟式野球 ， 軟式庭球 ， 硬式卓
球 ， バ レ ー ポ ー Jレ ， ソ フ ト ポ ー ル の 5 つで参加者は金沢，
福井， 岐阜 ． 名 古屋 ， 名 古屋工業， 三重， 愛知学芸． 富山
の諸大学に名 古屋工事事務所であ る 。 会場は愛知学芸大学
の 諸設施設及び岡崎公園 グ ラ ウ ン ドが当 て られた。 当大学
の出場選手は50人で あ る 。
両 日 を 含む数 日 は本夏において最高の気温を示 し た時期
であったが ． 出場選手は こ の炎暑に も めけず文字通 り の熱
戦を展開 し た。 岡崎市はか 与 る 規模の催でら る に か L わ ら
ず街をあげて歓迎の意を示し 選手はい づれ も 好感を懐いて
帰来し た。 戦績は次の通 り であ る 。
富 山 地区公務員 R連盟行事
排球大会
6 月 24 日 五福大学 コ ー ト で‘行われた。 こ の 日 決晴で コ ー
ト を囲む グ ラ ウ ン ド のメlj草の あ と も 清 々 し く そのはてに遠
く 近 く 見 え る 校舎のた ど す ま いな どの好環境に 出場の選手
は快 さ い を禁 じ得な い も の L 如 く であった。 出場チ ー ム 10 .
職員多数を要す る 当大学は特に 2 チ ー ム 出場を許 さ れた。
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名が参加 し た。 本学か ら は梅原学長 も 開会に当って一場の
挨拶を し た。
会議は17 日 中 に大かた討論審議を終 え て ． 当 日 夕 刻会場
を宇奈月 温泉延対寺荘に移し 翌18 日 は遠来の客にお国自 慢
の黒部狭谷を紹介 し よ う と 棒平 ま で案内 し ， 懸崖， 撤梢の
幽すい境に t京味を満喫せ し めた。
こ の会議は会名 の如 く 文理学部 と 併設の教育学部長会議
で あ る か ら 当然宿題 と なって い る 両学部の重複 ． 競合の 問
題 に も 触れ， ま た教員養成制度の改革に伴 う 教育学部のあ
り 方につい て論議せ られた。 即 ち組織． 定員の面について
教員養成学部 と し て の一般教育のあ り 万について ， そ の他
小学校 ， 中学校教育課程の改正に伴 う 諸対策， 2 年制の存
廃 ． その募集方針 ， 教育実習． 教科専門科目 開設の実状 ，
そ し て就職対策な どが議題 と なった。 15名 の 出席学部長等
は次の通 り 。
東京学芸大学事務局長


























文 理 学 部 日 誌
学部教授会並に原富先生送別会




工学部補欠入学生入学式及びオ リ エ ン テ ー シ
33 . 4 . 16 
4 . 21 
4 - 30 
5 .  7 
5 . 28 















レ ン ト ゲ ン 間接撮影
全
佐伯宮男氏 （南極観測隊員） 講演会開催。 学
部補導委員会
立山研究室開設委員会









6 .  4 
6 .  5 
6 .  6 
6 . 11 
6 . 12 
6 . 17 
6 . 18 
6 . 19 
6 . 27 
7 .  8 
7 .  9 
7 . 18 
7 . 23 
宮 崎 厳
（代理学生課長， 大和田正衛）
今 井 六 哉 （欠席）







経 済 学 部 就 職 概 況
昭和三十三年三月 ． 本学部の 卒業生数は ． 百 二 十 七 名
（男子のみ） . 内進学の希望者は三名 ， 家事従事者五名 で
就職希望者は 百十九名 であった。 秋の就職 シ ー ズ ン には ，
未だ前年末の経済界好調の波を受けて ， 求人が多 く ， 就職
一丸の 努力が突を結ん で ． その悉ん どが ， 年内 に就職先の
決定を 見 ． 年度末には ． 完全就職の好成績を挙 じ る こ と が
出来た。 以下概況を辿って 見 る 。
求人先については ， 昨年十月 一 日 推薦 ， 十 日 採用試験開
始に対 し ． 通知を受けた会社 ， 事業所は ． 七月 に早 く も 一
七 ， 八月 に三五， 九月 に六九 ， 十月 には三五 ， 十一月 に一
四 ， 十二月 に五 ， 計 計一七五件 ， その他縁故に よ る 四O件
を加えごー豆件の多き に達 し ， 之を地区別に し て ， 京浜方
面七一． 阪神四九 ， 名 古屋地区ご五 ， 北陸地区六八 ． 北海
道二， と なってい る 。
更に， 業種別に見て
建設業五， 水産業二 ， 製造業の内印刷出版－0 . 紙繊維
が一七 ， 化学工業一五 ， 金属九 ， 機器一九 ， 電機ーO ， 食
品一 ． 計八一， 販売業五0 . 金融業の内銀行二一 ． 証券三







教 育 学 部 日 誌
（金） 日 本教育大学協会北信地区評議会及び第
一部会 （松本）
20 日 （ 日 ） 附属小学校講堂落成式 （前号詳細登載）
5 月 12 日 （ 月 ） 日 本教育大学協会北信地区第二部会職業
指導科研究協議会 （福井）
16 日 （金川 北陸地区教員養成学部事務長会議
17 日 （土） f （福井〉
25 日 （ 日 ） 通信教育終未考査
28 日 （水） 学生， 教職員定期身体検査 （ レ ン ト ゲ ン
間接撮影）
6 月 5 日 （木） 全国職業教育協会総会 （東京）
6 日 （金） 全







































4 月 18 日
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以上の求人に対 し ， 十月 十 日 か ら の採用試験開始の結果 ｜ C ooperation A dministration 略称工 C A） が主にな
は ， 一流会社への内定が予想外に好況を示し ， その実力が
認め られ， 例年にな い ， 就職好調の波に乗った。
即 ち 十月 中 には早 く も ， 四十八名の決定を見 ． 引続い
て十一月 に四十四名 ． 十二月 に十三名 ． 計年内決定者は 百
五名 ， 一月 四 名 ， 二月 三名 ， 三月 七名 で全員就職が完了 し
た。
之を業種別に見て ， 販売業 ， 及び金融業は圧倒的に従来
の伝統をついで ， 約四割を示 し て い る 。 即ち漁業ニ ， 建設
業四 ， 製造業の内化学工業が九 ， 金属業二 ， 機械工業九 ，
その他一八 ， 計三八， 販売業は卸売 ， 小売を含めて＝主．
金融業には ． 保険 ， 証券を加えて二三 ， 運輸通信その他公








出身府県の関係 も あっ て ， 約半数は郷里に就職し た こ と
になった。
就職決定者一一九人の就職先の規模については． 木県内
の大会社 ， 大事業場の繁盛を反映 し て ， 大企業に入った者
が六割余 と なって い る 。 五百人以上の大企業へは七一人 ，
五百人以下の 中小企業へは 四八人 ， と なった。
木年の就職状況は未だに予断を得 る 事は困難であ る が ．
景気後退 と 業界不振の 肢に押 さ れて ， 求人数は昨年 よ り 半
減し な し 、かを ， 特に考慮し ， 早 く か ら 之が対策を"jJ.て ， 先
ず ， 父兄会を招集 し連絡を密にし ． 学部総力をあげて ， 求
人先の開拓を続行 し て い る 。 更 に元高岡高等商業学校の同
窓先輩 と は ． 各地区共 ， 同窓会 （越嶺会 ） 関係を通 じ連絡
を密に し て ， 今年 も 昨年同様 ， 好成績を 点って ， 完全就職
を収めたい と 希望 し て い る 。
特 別 寄 稿
米国の ／／産学協同 H を視祭 し て
工学部長 横 山 辰 雄
私は昨年の秋か ら 冬にかけて ， 日 本生産性本部に よ って
米国に派遣さ れた産学協同専門視察団の一員 と し て渡米 し
米国の産学協同の状態即ち産業界 と 大学の協力の状態を視
察 し て来たの で ， その一部分を こ L に記す。
先づ視察団の構成を記す と ， 団長が名古屋工大の清水学
長 ， 幹事が東大大越教授及び早大難波教授 ． あ と は平団員
主 し 、 う 訳で横浜国立大阿部教授 ， 京大石原教授 ， 東京士大
永廻教授 ， 室蘭工大大賀学長 ， 慶大宗宮工学部長． 阪大植
松教授 ． 九大和田教授 ， それに私 と 総計11人であった。 こ
れに対 し て米国では連邦政府の国際協力局 （ln :errぽional
って受入れて く れた。 富
訪問箇所の主要な も の を次に記す。 サ ン フ ラ ン ジ ス コ 地 l 山
区でサ ン フ ラ ン シ ス コ 市役所 ， ス タ ン フ オ ｛ ド大学， ス タ
ン フ ォ ー ド研究所。 ロ ス ア ン ゼ ル ス 地区で カ リ フ オ ル ニ ア
工科大学 ， U C L A  ( University of C alifornia at L os 
Angeles） 。 シ カ ゴ地区で ノ ー ス ウ エ ス タ ン 大学． パ リ ン
ト ン 町に おけ る 或 る 高等学校 ， ク エ ｛ カ 戸 オ ｛ ツ 会社， イ
リ ノ イ 大学 ． ウ エ ス タ ン エ レ ク ト リ ッ ク 会社 ． ダ ン リ ー 機
大
p込dるヲ〉
械会社 ． ァ ー マ ー 研究所。 シ ン シ ナ地区で シ ン シ ナ チ大学 ｜ 号
シ ン シ ナ チ ミ リ ン クe マ シ ン会社。 ピ ツ ツ パ ー グ地区で カ ー
ネ ギ ー 工科大学 ， ウ ヱ ス チ ン グハ ウ ス 会社 ， メ ロ ン 研究所
＝ ユ ー ヨ ー ク 地区で コ ロ ン ピ ア 大学 ， プル ッ ク リ ン工科大
学 ． 国連。 ニ ュ ー へ ウマ ン で、エ ＿ ，レ大学。 ポ ス ト ン 地区でマ
サ チ ユ セ ツ ツ 工科大学 ． ノ ー ス イ ｛ ス タ ン 大学。 ワ シ ン ト
ン 地区で ジ ヨ ｛ ジ ワ シ ン ト ン 大学 ． 叫ん 標準局 （ Bureau
of S tandards）。
以上の よ う な所を ま わって見た り し た結果私のいだいた
感想の う ち主な も の を大雑把に言えば， 米国では産業界が
工業教育 （大学程度〕 に実に よ く 協力し て い て ， その有様
は驚 く べ き 程で あ る ， と い う こ と にな る 。 産業界 と 大学が
H協力M し てい る ． と い う 訳だが， その協力は両者が互に
同程度に協力 し あってい る のでは な く て ， 産業界の大学若
く は教育に対する 協力の方が大学の産業界に対す る 協力 よ
り も 大分強い よ う に見受けられたのであ る 。
然 らば産業界の協力ぶ り は どんな具合か と い う と ， その
若干につ き概略を記せば ，
1 .  産学協同教育制度 （ C ooperatve E ductional 
progra m〕
こ の制度は 1906 年 シ ン ー ナ チ 大学の当時の工学部 ジ ユ
ナ イ ダ ｛ に よ って始め られた も ので ， 主 目 的は学問 と 実地
の技術 と を兼ね備えた人聞をつ く ろ う と い う のにあ り ， そ
のため ， 大学内における教育 と 工場等における 実地体験と
を交互に繰返す制度で ， S and灯油 Pnogram等と も 呼ば
れ る 。 方法の詳細は大学に よ り 異 る ， 5 年告｜］が普通だが 5
年半又は 6 年の所 も あ る G ど の大学で も 最初は大学で或る
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期間教育を 施し ， 然 る 後 ， 工場， 大学． 工場， 大学………
と週期 的 に繰返して行く 。 最初の大学内で教育す る 期聞が
途中の週期その他は大学により異 る 。
こ の制度では大学側も随分面倒を見てい る が ． 会社側は
そ れ以上だと言わ ねばな る ま し 、 。 何故か とい う に ． 学校 と
い う ものは元来教育を 行 うために出来てい る ものだから学
校がこの種のプロ グ ラ ム において色々の面倒を 見 る の もそ
の天職のーつだと言い 得 る に反し ， 会社は元来は営利のた
めに出来てい る 本 のだから会社が教育の片棒を かつぐのは
飴程の協力だ と言い 得るからである 。 会社は指導者を つけ
て学生の教育をしなが ら働かせ る 。 市して学生に対して給
料をしはら う 。 その額は相当多額であって ． 学生が親の世
話にならずに大学教育を 受け得 る （ 勿論賛沢はできないだ
ら うが ） と い う こ とがこの制 度の長所のーっ と 教えら れて
い る 程であ る 。 尚 ． 学生の卒業後の就職については会社は
別段制限を つけない。 就職先は学生の意に任せ る 。
以上の如き制度を実施してい る 大学並び にその相手とな
る 会社が相当多数あ る 。
2. Sch olarship 及び Fell owsbip 
州政府や市政府或は個人， 叉． 大学自 体等から も出して
い る が ， 産 業界から も 多額のス カ ラシツ フ＼ フ ヱ ロ ーシツ
プが提供さ れてい る 。 フ エ ロ ーシツ プの場合， 会社は学生
（大学院 学生） に 学資を出すのみな らず． 学生の研究のた
めの費用と してそ れ と 同額文は半額等の寄附を大学に対し
てする 。 大学院 学生の多い大学では この寄附が相当大きな
助けになってい る 。
3. 工学学生及び 教師の夏季雇傭
最近上記雇傭が盛になって来てい る と しづ 。 その原因の
う ち大きな 本の と して産業界が学生や教師の生活を 助けよ
う とい う 強い意図を持てい る と し 、 う 事が挙げら れ る 。
4. 設備や研究費の寄附
研究や教育の設備の寄附が最近盛に行わ れ ． 殊に会社の
製品の寄附は宣伝にもな る ので喜んで行わ れ る と しづ 。 又
基礎科学の研究に対する研究費の寄附も盛になって来てい
る とい う 。 こ れはその研究結 果が直接出資会社の役に立つ
と い う性質のものではない。 （直接研究結 果を利用したい
場合に対しては ． いわゆ る 契約研究がある ） 。
報 昭 和 3 3 年9月1日
以上に略述したよう に米国の産業界は非常に大学を 援助
してい る 。 而し てその理由は ， 勿論営利会社の事だから全く 利益を無視してい る 訳でもあ る ま いが ， 少く 共 ， 教育や
基礎研究に対する 出資が直ちに自分の所に利益をは ねかえ
らすものでない事は十二分に承知してお り． 産 業界が大学
卒業者を その主要構成員 と してい る 以上その教育その他に
ついては産業界も責任を 感 じ努力すベぎだ との 自覚を 強 く











30 日 附属小学校 体育館落成式祝賀会













6月21 日 午后 d 時20分頃西田 地方 渡辺教育学部長宅より









12日 文理学部小林助教授（ カ ナ ダ ， アメ リ カ 出張）
教育学部，小沢助教授（ 訪ソ ） 何 れ も富山出発
。 事務協議会
18日 第五回評議会
§�～ 日 文部省委託昭和33年度単位修 得試験実施
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